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(1) 

𝑋𝑛が最大になるのは、𝑛回とも「0」の球を取り出したときで、このとき 

 𝑋𝑛 = 1 + 2 + ⋯ + (𝑛 − 1) + 𝑛 =
𝑛(𝑛 + 1)
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= 1 であるから、𝑋𝑛 ≧

(𝑛 + 2)(𝑛 − 1)

2
となるのは、 

 𝑖) 𝑛回とも「0」の球を取り出したとき 

𝑖𝑖) 𝑛 − 1 回目まで「0」の球を取り出し、𝑛回目に「𝑛 − 1」の玉を取り出したとき 

のいずれかであるから、求める確率は 
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(2) 

𝑋𝑛が最小になるのは、2 回目以降、常に「1」の球を取り出したときで、このとき 𝑋𝑛 = 𝑛 

𝑋𝑛 ≦ 𝑛 + 1 となるのは、 

𝑖) 2 回目以降、常に「1」の球を取り出したとき 

𝑖𝑖) 2 回目以降、一度だけ「0」の球を取り出し、他は「1」の玉を取り出したとき 

のいずれかである。 

 𝑖)の場合の確率は 
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𝑖𝑖)の場合、𝑘回目(2 ≦ 𝑘 ≦ 𝑛)に「0」の球を取り出す確率は 
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求める確率は 
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